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地　区　の　概　要
地区面積／8,905.91ha 組合員／5,757名

◆理事長あいさつ 
◆第８期新総代選出
◆第８期新役員選出
◆令和２年度通常総代会開催／令和３年度事業計画
◆令和３年度予算／定款・諸規程等の一部変更改正／
　令和３年度各種行事予定
◆表彰
◆シリーズ「農家の声」
◆シリーズ「維持管理組合紹介」／
　維持管理組合長・維持管理組合担当職員紹介 
◆令和３年度事務局機構
◆令和３年度用水計画／
　水難事故防止及び水路にゴミの不法投棄防止の啓発／
　用水調整に関すること／賦課金等に関すること
◆伝言板
◆シリーズ「管内スポット」／編集後記
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「県営ほ場整備事業塩井地区」ドローン撮影



　

令
和
三
年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
選
挙
の
結
果
、
私
を
は
じ
め
十
八
名
が
米
沢
平
野
土
地
改
良
区
第
八
期
役
員
と
し
て

三
月
三
十
一
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
四
年
間
、
六
十
五
名
の
総
代
と
共
に
、
米
沢
平
野
土
地
改
良
区
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
た
め
土
地
改

良
区
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
土
地
改
良
区
は
、
県
営
並
び
に
団
体
営
の
各
種
事
業
を
実
施
し
、
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
来
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
の
な
か
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
、
感
染
対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
慎
重
に
事
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
山
形
県
で
は
、
令
和
元
年
十
月
の
台
風
、
昨
年
七
月
の
記
録
的
な
豪
雨
と
二
年
続
い
て
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
当
管
内
に
お
い
て
も
、
多
く
の
農
業
用
施
設
、
そ
し
て
農
地
に
被
害
が
あ
り
、
国
、
県
、
関
係
市
町
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
復
旧
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
総
代
、
維
持
管
理
組
合
役
員
皆
様
の
ご
尽
力
並
び
に
関
係

機
関
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
災
害
は
、
気
候
変
動
の
観

点
か
ら
も
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
者
の
減

少
と
農
村
集
落
機
能
の
低
下
や
荒
廃
農
地
の
増
加
が
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
林
水
産
省
で
は
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
議
論
が
進
め
ら
れ
土
地
改
良
事
業

の
方
向
性
が
三
項
目
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
目
が
、
生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
る
農
業
の
成
長
産
業
化
で
「
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
・
集
約
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
通
じ
た
農
業
競
争
力
の
強
化
」、
二
つ
目
が
、
多
様

理

事

長
　
　

佐

　

貝

　

全

　

健

ご
　
挨
　
拶
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な
人
が
住
み
続
け
ら
れ
る
農
村
の
振
興
で
「
所
得
と
雇
用
機
会
の
確
保
、
農
村
に
人
が
住
み
続

け
る
た
め
の
条
件
整
備
、
農
村
を
支
え
る
新
た
な
動
き
や
活
力
の
創
出
」、
三
つ
目
が
、
農
業
・

農
村
の
強
靱
化
で
「
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
に
対
応
し
た
排
水
施
設
整
備
、
た
め
池
対
策

や
流
域
治
水
の
取
組
等
に
よ
る
農
業
・
農
村
の
強
靱
化
」
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
政
策
に
つ
い
て
も
、
土
地
改
良
事
業
の
実
施
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ほ
場
整
備
や
施
設
の
更
新
等
各
種
県
営
事
業
並
び
に
多
面
的
機
能
支
払
い

等
に
よ
る
、
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
保
全
対
策
、
た
め
池
等
の
耐
震
化
や
、
洪
水
対

策
な
ど
の
、
農
村
地
域
の
防
災
減
災
対
策
の
事
業
実
施
に
必
要
な
予
算
を
安
定
的
に
確
保
し
、

農
業
農
村
の
基
盤
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
、
令
和
三
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
は
、
当
初
額
と
し
て
四
千
四
百
四
十
五

億
、
令
和
二
年
度
補
正
は
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
の
一

千
百
五
十
五
億
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
七
百
億
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
令
和
三
年
度
総
額
六
千
三
百
億
円

と
な
り
、
今
後
の
土
地
改
良
事
業
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
区
の
新
規
県
営
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
施
設
保
全
の
「
淞
郷
堰
地
区
」、
団
体
営
事
業
と

し
て
、
長
寿
命
化
対
策
の
「
川
西
東
部
地
区
」、
継
続
の
県
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
場

整
備
の
「
亀
岡
西
地
区
」、
施
設
整
備
の
「
黒
井
堰
地
区
」、
施
設
保
全
を
行
う
「
屋
代
郷
一
地

区
」、「
米
沢
一
地
区
」、「
両
堰
地
区
」、「
川
西
東
部
地
区
」、
防
災
減
災
対
策
に
よ
る
排
水
路

整
備
の
「
大
谷
地
地
区
」、
た
め
池
整
備
と
し
て
「
四
ッ
釜
地
区
、
間
坂
地
区
」
に
つ
い
て
、

鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
事
業
と
し
ま
し
て
、
ほ
場
整
備
の
「
浅
川
地
区
、
莅
高
山
地
区
」
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
と
し
ま
し
て
は
、
用
水
の
「
安
定
確
保
と
供
給
」
の
た
め
、
水
源
と
な
る
水
窪

ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
、
事
務
の
合
理
化
に
努
め
、

経
常
的
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を
図
り
、
賦
課
金
の
未
収
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
健
全
な
運
営
に
よ
る
事
業
推
進
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

第８期役員　当選証書付与式
（新役員代表あいさつ　佐貝理事長）

第８期役員　当選証書付与式
（新役員　理事15名、監事３名）

第８期役員　当選証書付与式
（髙橋選挙管理者より当選証書付与）
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選挙区 地区名 氏名 再／新

第１区
（定数5名）

万 世 大野澤　進 再

梓 川
髙橋源五郎 再

鈴木　孝一 再

羽 黒 川
須藤　真則 再

安部　直宏 新

第２区
（定数6名）

片子大堰
遠藤　幸男 新

豊野　隆一 再

山 上
諸橋　勝次 新

我彦　正福 再

米沢南部
情野　利晴 再

髙山　吉典 新

第３区
（定数7名）

塩 井
舟山　寿幸 新

宍戸　　剛 再

窪 田

髙橋　正德 再

遠藤　耕一 新

渡部　一雄 新

尾形　俊昭 新

齋藤　善博 再

第４区
（定数4名）

和 田

佐藤　　浩 再

髙橋　忠一 新

横山　政宏 新

沼澤　寿夫 新

選挙区 地区名 氏名 再／新

第５区
（定数5名）

四ヶ村堰

平　　祐之 新

近野孫右ェ門 新

髙橋　一芳 再

手塚　　隆 新

本田　隆則 新

第６区
（定数4名）

黒 井 堰

戸田　雄市 新

安部　春一 新

鈴木　陽一 再

渡部　洋巳 新

第７区
（定数10名）

糠 野 目 市川　幹郎 新

屋 代 郷

安部　　裕 新

八巻　善朗 再

田制　　威 新

竹田　昭二 再

結城　義孝 新

新関　拓也 新

長嶋　裕一 新

落合堂雄一 新

早川　弘人 新

第８区
（定数7名）

淞 郷 堰

鈴木　重司 再

冨樫　　彰 新

佐藤　嘉一 再

選挙区 地区名 氏名 再／新

第８区
（定数7名）

淞 郷 堰

沼澤　清司 新

小関　孝一 新

朝倉　善則 再

髙橋　国男 新

第９区
（定数11名）

両 堰

佐藤　嘉隆 再

色摩　藤則 新

佐藤　啓市 新

佐久間二郎 再

井上　荘一 新

齋藤　好三 新

柴田　義典 新

藤巻　陽一 再

遠藤　義則 再

佐藤　　好 再

井上　正順 再

第10区
（定数6名）

川西東部

和田　和之 新

内山雄次郎 再

佐藤　　匠 新

鈴木　喜一 新

遠藤　昭浩 新

島津　悦郎 新

合　　計 65名

令和３年２月８日㈪～９日㈫
－立候補届出－

会場：米沢平野土地改良区　組合員対応室

令和３年２月16日㈫
－当選証書付与式－

会場：山形県置賜総合支庁　講堂

令和３年２月10日㈬
－選挙会－

会場：中央管理所　緊急対策室

任期は令和３年３月２日から令和７年３月１日までの４年間

　任期満了に伴う総代選挙が執行され、立候補の届け出の結果、全選挙区無投票となり、選挙会において
65名の当選が決定いたしました。
　新総代の今後のご活躍をご期待申しあげるとともに、前任者各位のご尽力に対し厚くお礼申しあげます。

第８期　新総代65名選出第８期　新総代65名選出

新総代のご紹介 ※敬称略
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令
和
三
年
三
月
三
十
日
の
任

期
満
了
に
伴
い
八
名
の
方
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
本
土
地
改
良

区
の
運
営
と
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
理
事
長長

谷
部
　
福
太
郎

庶
務
担
当
理
事

我
　
妻
　
武
　
宣

理
　
　
事寒

河
江
　
利
　
廣

理
　
　
事戸

　
田
　
忠
　
雄

理
　
　
事島

　
軒
　
隆
　
一

理
　
　
事内

　
藤
　
和
　
典

総
括
監
事寒

河
江
　
繁
　
一

監
　
　
事我

　
妻
　
孝
　
一

監　　事
髙橋　顕仁

理　　事
木村　正勝
（水利整備）

庶務担当理事
大友　　学
（水利整備）

理　　事
後藤　恒雄
（水利整備）

理　　事
遠藤　洋一
（総務）

監　　事
黒澤　　章

理　　事
情野　市孫
（水利整備）

理　　事
二宮　啓一
（総務）

理　　事
木村　明男
（水利整備）

副理事長
江口　益美
（総務）

理　　事
五十嵐克己
（総務）

理　　事
山木　義厚
（水利整備）

会計担当理事
山田　文則
（総務）

理　　事
髙橋　嘉門
（総務）

理　　事
中川誠一郎
（総務）

理 事 長
佐貝　全健

総括監事
小関　敏弘

理　　事
鈴木　義郎
（水利整備）

　任期満了に伴う役員選挙が執行され、立候補の届け出の結果、全選挙区無投票となり、令和３年３月
15日開催の令和２年度通常総代会において理事15名、監事３名の当選が決定いたしました。
　その後互選会において新役員の職務分担が確定いたしました。

※下段は担当する委員会、未収対策委員会は理事全員をもって構成

任期は令和３年３月31日から令和７年３月30日までの４年間

～ 新 執 行 体 制 ～～ 新 執 行 体 制 ～
第8期　新役員18名選出第8期　新役員18名選出

お
疲
れ
様
で
し
た
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⑴
水
窪
ダ
ム
等
共
同
施
設
の
維
持

管
理

　

山
形
県
企
業
局
と
の
共
同
施
設

と
な
っ
て
い
る
水
窪
ダ
ム
等
は
、

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
に
よ
り
、

東
北
農
政
局
と
山
形
県
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産
管
理

委
託
協
定
書
に
基
づ
き
山
形
県
が

維
持
管
理
を
行
い
、
県
か
ら
の
委

託
契
約
に
基
づ
き
県
の
指
導
を
仰

ぎ
操
作
点
検
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
東
北
農
政
局
、
山
形
県
、

山
形
県
企
業
局
、
米
沢
平
野
土
地

改
良
区
に
よ
る
共
同
施
設
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
水
窪
ダ
ム
災
害

対
策
現
地
本
部
設
置
基
準
を
設
け

災
害
等
の
緊
急
時
に
於
け
る
円
滑

な
対
応
を
行
う
。

⑵
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

　

事
業
費　

六
五
、
四
六
〇
千
円

⑶
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備

促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）

　

事
業
費　
　

一
、
八
〇
〇
千
円

⑷
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業（
新
規
）

　

事
業
費　

七
六
、
三
八
〇
千
円

⑸
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　

事
業
費

　

幹
線　
　

五
八
、
九
〇
〇
千
円

⑴
県
営
事
業

継
　
続

⃝

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業

・
亀
岡
西
一
期
地
区（
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　
五
四
、
〇
〇
〇
千
円

・
亀
岡
西
二
期
地
区（
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　
二
五
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

　

支
線　
　

二
四
、
〇
〇
〇
千
円

①
幹
線
施
設　

三
施
設

　

・
矢
野
目
排
水
路

　

・
関
根
排
水
路

　

・
上
平
柳
用
水
路

②
支
線
施
設　

一
施
設

・
本
堰
第
二
揚
水
機
場（
川
西

東
部
地
区
）

⑹
維
持
管
理
組
合
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
か
ん
が
い
期
の
用
水

確
保
と
計
画
的
か
つ
効
率
的
配

水
に
万
全
を
期
す
。

⑺
干
ば
つ
時
に
は
、
在
来
施
設
の

利
活
用
に
よ
る
用
水
確
保
を
図

る
。

⑻
節
水
、
漏
水
防
止
並
び
に
水
難

事
故
防
止
の
啓
蒙
を
図
る
。

議長を務める朝倉善則総代

　
令
和
三
年
三
月
十
五
日
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お

　
令
和
三
年
三
月
十
五
日
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お

い
て
、
令
和
二
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

い
て
、
令
和
二
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　
総
代（
現
総
数
六
十
五
名
）六
十
三
名
の
出
席
を
得
、

　
総
代（
現
総
数
六
十
五
名
）六
十
三
名
の
出
席
を
得
、

佐
貝
理
事
長
挨
拶
、
電
報
披
露
の
後
、
議
長
に
第
八

佐
貝
理
事
長
挨
拶
、
電
報
披
露
の
後
、
議
長
に
第
八

選
挙
区
の
朝
倉
善
則
総
代
が
選
任
さ
れ
、
慎
重
審
議

選
挙
区
の
朝
倉
善
則
総
代
が
選
任
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

令
和
二
年
度

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
原
案
通
り
可
決

全
議
案
原
案
通
り
可
決

二
　
農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進

一
　
水
利
調
整
と
施
設
の

維
持
管
理
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⑴
各
活
動
組
織
へ
指
導
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

⑵
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
二

市
二
町
の
地
域
協
議
会
の
構
成

員
と
し
て
参
画
し
、
解
消
に
努

力
す
る
。

⑴
広
報
の
発
行
、
配
布
並
び
に
愛

称
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
米
沢
平

野
」
の
普
及
を
行
う
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
を
継
続
し
て
い
く
。

⑶
住
民
参
加
型
活
動
（
施
設
め
ぐ

り
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
く
。

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水
利

施
設
整
備
型
）

・
黒
井
堰
地
区（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

六
、
八
〇
〇
千
円

⃝

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水
利

施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
一
地
区（
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　
四
五
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水
利

施
設
保
全
型
）

・
米
沢
一
地
区（
米
沢
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水
利

施
設
保
全
型
）

・
両
堰
地
区（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

七
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

水
利
施
設
等
整
備
事
業（
基
幹

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成
型
）

（
計
画
設
計
）

①
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
設
計

事
業（
団
体
営
）

・
浅
川
地
区

　
　

調
査
費　

四
、
八
〇
〇
千
円

⃝

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成
型
）

（
計
画
設
計
）

①
農
業
農
村
整
備
事
業
実
施
計
画

策
定
事
業（
県
営
）

・
莅
高
山
地
区

　
　

調
査
費　
一
八
、
〇
〇
〇
千
円

　

本
土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
複
式
簿
記
導
入
に
よ

り
資
産
評
価
等
を
行
い
財
務
状
況

を
正
確
に
把
握
し
、
将
来
に
向
け

た
各
種
積
立
を
計
画
的
に
行
う
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
の
当
初
予

算
は
、
財
政
計
画
（
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
五
年
度
）
に
基
づ
き
予

算
を
編
成
し
、
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
管
理
費
及
び
補
修
費
に
係
る

経
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、

事
務
の
合
理
化
を
進
め
、
経
常
的

経
費
の
節
減
を
図
っ
て
い
く
。

　

経
常
賦
課
金
は
、
財
政
計
画
に

基
づ
い
て
昨
年
度
と
同
額
の
十

ア
ー
ル
当
た
り
四
、
四
〇
〇
円
と

し
、
所
要
財
源
の
確
保
を
図
り
つ

つ
賦
課
金
の
完
納
を
目
標
に
収
納

率
向
上
と
未
収
対
策
に
努
力
し
て

い
く
。

⑷
土
地
改
良
区
及
び
土
地
改
良
施

設
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
紹

介
を
行
っ
て
い
く
。

水
利
施
設
保
全
型
）

・
川
西
東
部
地
区（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　
三
一
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
四
ツ
釜
地
区（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　
二
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
間
坂
地
区（
米
沢
市
、
川
西
町
）

　
　

事
業
費　
五
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⃝

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）

・
大
谷
地
地
区（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　
一
三
〇
、
〇
〇
〇
千
円

新
　
規

⃝

水
利
施
設
等
整
備
事
業（
基
幹

水
利
施
設
保
全
型
）

・
淞
郷
堰
地
区（
南
陽
市
）

　
　

事
業
費　
二
八
、
〇
〇
〇
千
円

⑵
団
体
営
事
業

継
　
続

⃝
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業 

〔
国
事

業
名
：
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
〕

・
米
沢
平
野
九
地
区

　
　

事
業
費　
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円

新
　
規

⃝

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
･
防
災

減
災
事
業

・
川
西
東
部
地
区

　
　

事
業
費　
一
二
、
〇
〇
〇
千
円

⑶
調
査
計
画
事
業

継
　
続

⃝

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

佐貝全健理事長挨拶佐貝全健理事長挨拶

質問する井上正順総代質問する井上正順総代

三
　
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
等

四
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動
の
継
続
と
趣
旨
普
及

五
　
財
政
・
運
営
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積立金取崩金
70,890千円
6.80%

維持管理適正化
事業交付金
74,610千円
7.00%

補助金等
84,160千円
8.00%

負担金等
50,370千円
4.80%

事務所費 19,570千円 1.90%

運営事務費等
294,040千円
28.00%

災害復旧費
3,000千円 0.30%

事業費
48,080千円 4.60%

受託業務費
7,190千円 0.70%

維持管理適正化事業費等
95,760千円 9.10%

維持管理費
89,130千円
8.50%

企画調査費 3,480千円 0.30%

借入金返済 53,720千円 5.10%
固定資産取得費 3,140千円 0.30%
積立預金 18,900千円 1.80%

予備費 45,050千円
4.30%

徴収費 6,100千円 0.60%
諸費 350千円 0.10%

事業推進費 1,360千円 0.10%

共同施設管理費
4,380千円 0.40%

県営基幹水利施設
管理事業費

82,170千円
7.80%

国営造成
施設管理費

78,180千円
7.50%

基幹施設等管理費
69,380千円 6.60%

経常賦課金
369,440千円
35.20%

固定資産売却収入 100千円 0.10%
維持管理組合積立金 6,800千円 0.60%

繰越金
133,010千円
12.70%

受託料
73,820千円
7.00%

地区維持管理賦課金
65,200千円
6.20%
事業特別賦課金
20,040千円
1.90%

小水力発電事業
会計繰入金
65,600千円
6.20%

雑収入 5,140千円 0.50%
特定資産運用金 310千円 0.10%

基本財産運用金 170千円 0.10%

積立金繰出金
75,890千円
7.20%

特別賦課金
18,050千円
1.70%
協力費
1,010千円 0.10%

負担金 52,060千円 5.00%
転用決済金等 3,120千円 0.30%他目的使用料 5,710千円 0.50%

支　出 収　入

賦課
金
 472,730千

円

　  土地改良
事
業
費
 477,270千円

土地改良事
業
費
 528,920千円324,900千円

一
般

管理費

一般会計　1,049,240千円

一般会計予算内訳書
（単位：千円）

会　計　区　分 収　　入 支　　出
一 般 （ 旧 一 般 会 計 ） 825,020 713,030
水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 33,970 84,710
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 １ ） 55,900 62,940
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 ２ ） 7,000 8,920
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 ３ ） 22,240 26,330
国 営 造 成 施 設 管 理 体 制 整 備 促 進 事 業（ 管 理 体 制 整 備 型 ） 31,720 80,210
県 営 ほ 場 整 備 事 業 塩 井 地 区 23,000 22,910
農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 8,500 10,600
県 営 ほ 場 整 備 事 業 亀 岡 西 地 区 11,790 10,840
県 営 ほ 場 整 備 事 業 浅 川 地 区 7,400 6,370
県 営 ほ 場 整 備 事 業 莅 高 山 地 区 14,000 13,680
県 営 ほ 場 整 備 事 業 千 代 田 地 区 8,700 8,700

計（12区分） 1,049,240 1,049,240

令和３年度　予　　算令和３年度　予　　算
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竹森発電費
32,000千円
15.50%

一般管理費
13,200千円 6.40%

発電積立資産
繰出金

24,840千円
12.00%

竹森発電事業費
9,770千円 4.70%

水窪ダム発電事業費
49,370千円
23.80%

予備費
44,420千円
21.40%

一般会計繰出金
65,600千円
31.70%

繰越金 3,000千円 1.40%負担金等 1,200千円 0.60%

水窪ダム発電費
171,000千円
82.50%

支　出 収　入
特別会計　小水力発電事業　207,200千円

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
五
項
、

同
条
同
項
に
係
る
別
冊
調
書（
一
）（
経

費
分
担
の
基
準
）

・
稲
子
川
堰
水
利
組
合（
和
田
地
区
）

等
地
区
除
外
及
び
台
帳
整
備
に
よ

る
筆
数
の
訂
正

第
二
十
六
条
第
三
項

・
完
了
し
た
事
業（
南
陽
地
区
県
営
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業（
緊
急
支

援
型
）、
屋
代
郷
･
淞
郷
堰
一
地
区

県
営
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水
利

施
設
保
全
型
））の
削
除
及
び
新
た
に

⃝

令
和
三
年
四
月
下
旬

　

・
水
窪
ダ
ム
水
神
祭

⃝

令
和
三
年
六
月
上
旬

　

・
役
員
実
務
研
修

⃝

令
和
三
年
八
月
上
旬

　

・
役
職
員
合
同
研
修
会

⃝

令
和
三
年
八
月
中
旬

・
第
二
十
四
回　

米
沢
平
野
管
内
農

業
用
水
施
設
め
ぐ
り

『
水
と
く
ら
し
の
歴
史
発
見
』

⃝

令
和
三
年
九
月
上
旬

　

・
総
代
研
修

　

・
第
一
回
臨
時
総
代
会

実
施
す
る
事
業（
川
西
東
部
地
区
県

営
水
利
施
設
等
整
備
事
業（
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）、
淞
郷
堰
地
区
県

営
水
利
施
設
等
整
備
事
業（
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
））の
追
加

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項

・
新
た
に
実
施
す
る
事
業（
淞
郷
堰
地

区
県
営
水
利
施
設
等
整
備
事
業（
基

幹
水
利
施
設
保
全
型
））の
追
加

⃝

令
和
三
年
九
月
中
旬

・
水
窪
ダ
ム
環
境
美
化
活
動

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

⃝

令
和
三
年
十
月
中
旬

　

・
水
窪
ダ
ム
災
害
訓
練

　

・
水
窪
ダ
ム
収
穫
感
謝
祭

⃝

令
和
三
年
十
月
下
旬

・
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運

動「
Ｐ
Ｒ
活
動
」農
業
ま
つ
り
等
へ

参
加

⃝

令
和
三
年
十
一
月
中
旬

　

・
役
員
･
維
持
管
理
委
員
合
同
研
修

⃝

令
和
四
年
三
月
上
旬

　

・
通
常
総
代
会

※
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
状
況
を
判
断
し

な
が
ら
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
役
員
並
び
に
総
代
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
規
程

第
五
条（
議
長
手
当
）

・
実
態
に
即
し
た
条
項
に
改
め
る
た
め

新
設

令和令和３３年度　予　　算年度　予　　算

定
款
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正

令
和
三
年
度

　
　
各
種
行
事
予
定

定
款
の
変
更

諸
規
程
等
の
一
部
改
正
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　このたびの総代及び役員改選により、総代33名、役員８名の
方々が退任されました。
　本土地改良区の発展にご尽力いただきましたことに感謝申しあ
げるとともに、皆様の益々のご発展とご健勝を心よりお祈り申し
あげます。

表彰状　～役員及び総代　在任12年以上～
役　職　名 氏　　名 通算年数 経　　歴

副 理 事 長 長谷部　福太郎 24 役員16年、総代８年
庶 務 担 当 理 事 我　妻　武　宣 20 役員16年、総代４年、組合長４年
理 事 寒河江　利　廣 16 役員12年、総代４年
理 事 戸　田　忠　雄 12 役員８年、総代４年
理 事 島　軒　隆　一 16 役員４年、総代12年
総 括 監 事 寒河江　繁　一 12 役員８年、総代４年
前 総 代 髙　橋　幹　雄 16 総代16年
前 総 代 森　谷　武　弘 12 総代12年
前総代（組合長兼務） 遠　藤　森　幸 20 総代20年、組合長12年
前総代（組合長兼務） 伊　藤　藤　夫 12 総代12年、組合長８年

感謝状　～役員及び維持管理組合長　在任8年以上～
役　職　名 氏　　名 通算年数 経　　歴

組 合 長（ 元 総 代 ） 樋　口　　　亨 12 総代８年、組合長４年
組 合 長 鈴　木　　　力 ８ 組合長８年

　

令
和
三
年
二
月
十
八
日
㈭
米
沢
市「
グ
ラ
ン
ド
ホ

　

令
和
三
年
二
月
十
八
日
㈭
米
沢
市「
グ
ラ
ン
ド
ホ

ク
ヨ
ウ
」に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
山
形
県
土
地
改

ク
ヨ
ウ
」に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
山
形
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
置
賜
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ

良
事
業
団
体
連
合
会
置
賜
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
長
年
に
亘
り
土
地
改
良
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
、
長
年
に
亘
り
土
地
改
良
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、
当
土
地
改
良
区
よ
り
三
名
の
役

れ
た
功
績
に
対
し
、
当
土
地
改
良
区
よ
り
三
名
の
役

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表彰状贈呈表彰状贈呈

感謝状贈呈感謝状贈呈

表彰状・感謝状贈呈表彰状・感謝状贈呈

理　事理　事
戸田　忠雄戸田　忠雄

理　事理　事
中川誠一郎中川誠一郎

総括監事総括監事
寒河江繁一寒河江繁一

　令和３年３月15日㈪開催の令和２年度通常総代会において、米沢平野土地改良区の運営と発展並
びに土地改良事業推進に貢献された功績に対し、次の方々に表彰状または感謝状が贈呈されました。

～表彰状・感謝状贈呈～

土
地
連
置
賜
支
部

土
地
連
置
賜
支
部

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

～おめでとうございます～～おめでとうございます～
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現
在
は
水
稲
を
約
四
ha
、
り
ん
ご
五
十
ａ
、
ぶ
ど

う（
大
粒
系
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
）が
六
十
ａ
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
米
は
八
十
ａ
が
無
農
薬
で
、
残
り
は
減
農
薬

栽
培
を
し
て
お
り
、
野
菜
は
殆
ど
無
農
薬
栽
培
で
、

果
樹
系
は
減
農
薬
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

息
子
が
ぶ
ど
う
担
当
を
し

て
お
り
、
栽
培
面
積
を
増
や

し
て
大
粒
系
の
栽
培
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
、
妻
、
息
子
の
三
人
の

労
働
力
で
出
来
る
範
囲
の
立

地
条
件
に
合
っ
た
経
営
を
し

て
い
ま
す
。
大
規
模
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
し
て

い
る
農
業
を
楽
し
み
、
や
り

甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
建
物
自

体
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
十
名
ほ
ど
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
米
、
り
ん
ご
、
野
菜
等
何
で
も
組
織
を

通
し
販
売
し
な
が
ら
消
費
者
と
の
交
流
を
し
て
い
ま

す
。（
※
Ｈ
Ｐ「
上
和
田
藤
助
」で
検
索
）

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
東
京
で
の「
作
付
け
会
議
」は

私
の
母
校「
東
京
農
大
」に
場
所
を
お
借
り
し
、
会
議

に
生
産
者
が
出
席
し
て
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
生

産
者
の
方
々
と
話
し
合
い
や
交
流
を
持
ち
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
経
営
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個

人
的
に「
東
京
農
大
」、「
神

奈
川
総
合
高
校
」、「
墨
田

区
交
流
事
業
」
等
の
団

体
・
事
業
の
受
け
入
れ
を

し
て
、
小
学
生
か
ら
大
学

生
と
年
齢
幅
広
く
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
に
依
り
、
自

分
が
し
て
い
る
農
業
の
取

り
組
み
の
話
や
理
解
を
得

ら
れ
た
時
は
と
て
も
嬉
し

　

私
が
三
十
四
年
前
に
こ
の
家
に
婿
入
り
し
た
当
時
、

こ
の
家
は「
有
機
農
業
」を
し
て
お
り
、
私
は
高
校
、

大
学
と
農
業
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
勉
強
し

■
高
橋
稔
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

西
村
山
郡
朝
日
町
の
ご
出
身
。
高
校
、
大
学
で

い
ろ
い
ろ
な
農
業
を
勉
強
さ
れ
、大
学
卒
業
後
は
、

地
元
朝
日
町
に
就
職
さ
れ
た
後
、
高
畠
町
の
農
家

に
ご
縁
が
あ
り
婿
入
り
さ
れ
る
。
結
婚
を
機
に
出

会
っ
た「
有
機
農
業
」に
、
持
ち
前
の
探
究
心
と
学

校
で
学
ば
れ
た
経
験
を
活
か
し
農
業
に
従
事
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
達
の
有
機
農
業
運
動
の

一
番
は「
信
頼
性
」、「
提
携
」、

「
顔
の
見
え
る
関
係
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
国
が
し
て
い
る
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
定
等
色
々
な
認
定
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
別
に
第

三
者
機
関
に
お
金
を
払
っ
て

ま
で
認
定
を
し
て
い
た
だ
か

な
く
て
も
、
消
費
者
と
直
接

交
流
を
し
な
が
ら
説
明
し
て

販
売
す
る
か
ら
必
要
な
い
と

の
考
え
の
基
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
国
の
施
策
で
色
々
な

助
成
金
が
あ
り
、
助
成
金
を

得
る
為
に
認
定
が
必
要
な
こ
と
が
多
く
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
。
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
が
い
る
の
で
否

定
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
達
の
よ
う
な
小

さ
な
農
家
が
何
万
円
も
か
け
て
認
証
を
も
ら
っ
て
も

採
算
が
合
わ
な
い
の
で
、
ど
う
い
う
も
の
か
な
と
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
国
の
流
れ
を
考
え
る
と
逆
ら
っ

て
ば
か
り
い
て
も
い
け
ま
せ
ん
が
、
私
は
そ
う
い
う

考
え
を
持
っ
て
、
仲
間
達
と
一
緒
に
認
証
を
も
ら
わ

な
く
て
も
出
来
る
だ
け
自
分
達
で
作
っ
た
農
産
物
を

消
費
者
に
届
け
て
喜
ん
で
貰
い
、
収
益
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
集
落
は
三
十
五
戸
で
、
農
業
に
従
事
し
て

い
る
人
は
高
齢
者
が
多
く
私
く
ら
い
が
若
手
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
他
の
地
域
に
は
保
全
会
を
立
ち
上
げ
て
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
助
成
金
を
も
ら
い
活
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、
仲
間
と
事
務
が
出

来
る
人
が
い
る
集
落
は
い
ち
早
く
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
の
よ
う
な
人
手
も
後
継

者
も
少
な
い
集
落
で
は
、
希
望
は
あ
っ
て
も
申
請
で

き
ず
に
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
と
こ
ろ
は
集
約
出
来
な
い
土
地
な
の

で
、
例
え
機
械
を
導
入
し
て
も
効
率
良
く
使
う
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
他
の
と
こ
ろ
で
効
率
良
い
作
業
を

し
て
い
る
の
を
見
る
と
本
当
に
羨
ま
し
く
思
い
ま
す

が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
先
祖
代
々
の
土
地
か
ら
離
れ

て
ま
で
農
業
を
し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

我
が
家
の
立
地
条
件
を
考
え
て
背
丈
に
合
っ
た
農

業
を
行
い
、
家
族
労
働
で
収
益
性
の
高
い
経
営
を
し

て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
い
い
所
は
定
年
が
な
い
こ
と
で
す
が
、
自

分
が
農
業
を
好
き
で
な
い
と
続
か
な
い
の
で
、
色
々

な
農
業
の
中
か
ら
自
分
が
目
指
す
農
業
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
て
時
代
に
合
っ
た
農
業
を
し
て
欲
し
い
。

『
自
分
が
一
生
懸
命
に
種
蒔
き
を
し
、
育
て
、
収
穫

を
し
て
お
金
に
な
る
。』そ
う
い
っ
た
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
行

政
の
農
業
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
上
手
く
利
用

し
て
貰
い
た
い
。

　

農
業
と
は
地
域
の
先
人

達
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
や
、
組
織
と
の
関
わ
り

が
大
事
な
の
で
積
極
的
に

顔
を
出
し
て
親
交
を
持
ち

な
が
ら
勉
強
し
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

い
で
す
。
そ
の
後
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
や
り

取
り
を
続
け
て
子
供
連
れ
で
来
て
く
れ
る
人
も
お
り
、

受
け
入
れ
を
通
し
て
学
生
と
繫
が
り
を
持
て
た
こ
と

は
大
変
嬉
し
く
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
出

来
な
い
の
が
と
て
も
残
念
で
す
。

た
中
に
は「
有
機
農
業
」が
な
か
っ
た
た
め
、
初
め
て

の「
有
機
農
業
」は
大
変
新
鮮

で
し
た
。

　

こ
の
辺
り
は
中
山
間
地
域

で
山
が
多
い
が
、「
有
機
農

業
」を
取
り
入
れ
た
経
営
を

し
て
い
け
ば
、
生
き
残
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

息子さんを始めとする若き後継者

作付け会議にて作付け会議にて

現地交流会現地交流会

杭がけ天日干しの有機米杭がけ天日干しの有機米

農 家
の

声

現
在
の
経
営
規
模
及
び
内
容
に
つ
い
て

「
有
機
農
業
提
携
セ
ン
タ
ー
」で
の
活
動

農
業
へ
の
取
り
組
み

こ
れ
か
ら
就
農
さ
れ
る
人
へ
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

有
機
農
業
と
の
出
会
い №21

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
二
十
一
回
目
は
、
高
畠
町
大
字
上
和
田
の
高
橋
稔
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
高
橋
さ
ん
は
中
山
間
地
域
で「
有
機
農
業
」に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
所
属
す
る

有
機
農
業
提
携
セ
ン
タ
ー
で
は「
信
頼
性
」、「
提
携
」、「
顔
の
見
え
る
関
係
」を
一
番
と

掲
げ
、
有
機
栽
培
し
た
作
物
の
安
心
・
安
全
と
美
味
し
さ
を
消
費
者
に
伝
え
よ
う
と

精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
忙
し
く
奮
闘
さ
れ
て
い
る
高
橋
さ
ん
に
農
業

に
対
す
る
思
い
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
信
頼
性
」、「
提
携
」、「
顔
の
見
え
る
関
係
」
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シ
リ
ー
ズ「
維
持
管
理
組
合
紹
介
」十
六

回
目
は
片
子
大
堰
維
持
管
理
組
合
を
紹
介

し
ま
す
。
土
地
改
良
区
で
は
、
十
六
の
維

持
管
理
組
合
が
、
支
線
部
分
ま
で
の
適
正

な
水
管
理
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

地
区
面
積
　
一
〇
二
・
九
ha

組
合
員
数
　
　
　
一
〇
四
名

役
員
数
　
　
　
　
　
十
四
名

　
　

片
子
大
堰
維

持
管
理
組
合
の
区

域
は
、
米
沢
市
の

万
世
（
片
子
・
立

沢
）
地
区
、
山
上

（
戸
板
・
松
原
）

地
区
、
旧
市
（
通

町
）
か
ら
な
り
、
米
沢
市
の
南
東

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
北

東
部
に
は
国
道
十
三
号
線
が
通
り
、

ま
た
近
く
に
は
東
北
中
央
道
が
通

り
交
通
の
便
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
総
面
積
は
一
〇
二
・
九

ha
、
一
〇
四
名
の
組
合
員
で
組
織

さ
れ
て
お
り
、
十
四
名
の
役
員
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
内
の
水
源
は
、
水
窪
ダ
ム

及
び
桂
堰
頭
首
工
か
ら
の
用
水
と

羽
黒
川
よ
り
取
水
す
る
廻

戸
堰
か
ら
の
用
水
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
の
中
で
は
、
全

体
役
員
会
な
ど
の
場
で
も

コ
ロ
ナ
対
策
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
な
か
な
か
集

ま
る
方
が
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
役
員
の
皆
様

か
ら
は
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、
当

維
持
管
理
組
合
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
の
主
な
年
間
の
取
り
組
み

は
、
春
は
共
同
作
業
に
よ
る
堰
上

げ
か
ら
始
ま
り
、
水
路
の
草
刈
り
、

水
路
の
水
位
巡
回
な
ど
様
々
な
管

理
と
点
検
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

問
題
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

や
は
り
後
継
者
不
足
に
よ
り
役
員

選
出
に
苦
慮
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
他
に
も
各
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
漏
水
発
生
や
宅
地
化
が
進
み
水

路
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
に
於
い
て
は
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
参
画

し
て
お
り
、
片
子
大
堰
地
区
の
維

持
管
理
や
、
以
前
か
ら
問
題
視
さ

れ
て
い
る
猪
に
よ
る
鳥
獣
害
の
対

策
等
を
含
め
多
面
に
亘
り
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
組
合
員
並
び
に
地
域

の
方
々
の
ご
指
導
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
役
員
一
丸
と
な
り
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
組
合
長　

竹
田　

誠
司　

記
）

維持管理組合名 組合長氏名 担当職員氏名
万 世 維 持 管 理 組 合 大野澤　進 江口　　誠

梓 川 維 持 管 理 組 合 髙橋源五郎 木村　知史

羽黒川維持管理組合 須藤　真則 金子　良幸

片子大堰維持管理組合 豊野　隆一 松田　誉史

山 上 維 持 管 理 組 合 我彦　正福 金子　良幸

米沢南部維持管理組合 情野　利晴 太田雄一朗

塩 井 維 持 管 理 組 合 宍戸　　剛 江口　　誠

窪 田 維 持 管 理 組 合 髙橋　正德 松田　誉史

維持管理組合名 組合長氏名 担当職員氏名
和 田 維 持 管 理 組 合 猪野　国雄 木村　知史

四ヶ村堰維持管理組合 平　　祐之 木村　知史

黒井堰維持管理組合 伊藤作エ門 小林　祐太

糠野目維持管理組合 金子　卯一 皆川　貴行

屋代郷維持管理組合 我妻　　隆 皆川　貴行

淞郷堰維持管理組合 佐藤　嘉一 松田　誉史

両 堰 維 持 管 理 組 合 井上　正順 竹田　弘樹

川西東部維持管理組合 内山雄次郎 竹田　弘樹

会 議 風 景

作 業 風 景

維持管理組合紹介 №16
片
子
大
堰
維
持
管
理
組
合

片
子
大
堰
維
持
管
理
組
合東北中央自動車道東北中央自動車道

米沢八幡原IC米沢八幡原IC

米沢中央IC米沢中央IC

立沢警報局立沢警報局

戸板警報局戸板警報局

桂堰頭首工桂堰頭首工

廻戸堰廻戸堰
直江石堤直江石堤

門東町門東町

中央中央

米沢駅米沢駅

水窪ダム→水窪ダム→

→至福島→至福島

東西分水工東西分水工

万世幹線用水路
万世幹線用水路

西幹線用水路西幹線用水路

東
幹
線
用
水
路

東
幹
線
用
水
路

大字三沢大字三沢

大字南原大字南原
石垣町石垣町 羽黒川羽黒川

最上川最上川

片
子
用
水
路

片
子
用
水
路

維持管理組合役員改選に伴い、各維持管理組合長が次のとおり決定しました。
また、維持管理組合担当職員は次のとおりですのでよろしくお願いします。

維持管理組合役員の任期は令和３年４月１日から令和７年３月31日までの４年間

～16維持管理組合の組合長を紹介します～16維持管理組合の組合長を紹介します～～

片子揚水機場片子揚水機場

国道13号線国道13号線

戸板第二揚水機場戸板第二揚水機場
戸板第一揚水機場戸板第一揚水機場

戸板第三揚水機場戸板第三揚水機場
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維
持
管
理
係
長

木
村
　
知
史

主
任

佐
藤
　
真
人

主
任

我
妻
　
晃
子

主
事

安
部
　
　
栞

主
事

皆
川
　
夏
鈴

主
任

小
林
　
祐
太

維
持
管
理
主
査

金
子
　
良
幸

管
理
係
長

太
田
雄
一
朗

技
師

竹
田
　
弘
樹

主
任

江
口
　
　
誠

主
任

皆
川
　
浩
利

技
師

髙
橋
　
泰
之

技
師

松
田
　
誉
史

嘱
託

渡
邊
　
敬
博

主
任

井
上
　
清
隆

主
事

目
崎
　
秀
太

（全国土地改良事業団体連合会派遣）

技
師

山
木
　
　
翼

主
事

板
垣
芙
由
香

事
務
員

小
野
亜
衣
里

庶
務
係
長

生
田
　
　
裕

企
画
係
長

皆
川
　
雪
絵

賦
課
徴
収
主
査

武
田
　
健
一

総
務
主
査

白
石
　
徳
広

事
業
主
査

井
上
　
　
剛

課
長
補
佐

佐
藤
　
秀
和

業
務
主
査

仁
科
　
葉
子

会
計
主
査

佐
藤
　
博
美

管
理
専
門
員

完
戸
　
淳
一

課
長

髙
橋
　
正
則

課
長

小
林
　
　
実

課
長

小
形
　
佳
子

事
務
局
長

小
林
　
一
人

〈
総
務
課
〉

〈
財
務
課
〉

〈
水
利
整
備
課
〉

水
利
整
備
専
門
員

安
部
　
仁
一

主
事

渡
部
花
澄
美

嘱
託

鈴
木
い
く
子

技
師
補

小
林
　
慶
樹

主
事
補

齋
藤
　
愛
実

主
任

皆
川
　
貴
行

令
和

３
年

度
　

事
務

局
機

構
　

　
本
年
度
は
下
記
に
よ
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
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米
沢
平
野
土
地
改
良
区
利
水
調
整
規
程
に

基
づ
く
各
水
系
の
配
水
計
画
は
、
水
利
権

や
各
維
持
管
理
組
合
か
ら
聴
取
し
た
計
画

等
に
よ
り
適
期
・
適
正
な
水
利
調
整
を
行

い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
水
期
間

・
代
か
き
用
水
の
開
始

　

五
月
六
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
耕

耘
状
況
を
見
な
が
ら
通
水
し
ま
す
。

・
普
通
期

　

五
月
二
十
六
日
か
ら
は
、
田
植
え
後
か

ら
落
水
ま
で
水
稲
の
生
育
に
必
要
な
用
水

を
通
水
し
ま
す
。

　

七
月
に
は
中
干
し
時
期
に
合
わ
せ
用
水

調
整
を
行
い
ま
す
。

・
出
穂
期

　

水
稲
の
花
水
時
期
に
合
わ
せ
、
普
通
期

最
大
の
通
水
を
行
い
ま
す
。

・
か
ん
が
い
用
水
の
終
了

　
　

九
月
十
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

維
持
管
理
委
員
会
の
開
催

　

第
一
回
維
持
管
理
委
員
会（
四
月
上
旬
開

催
）に
て
、
用
水
計
画
や
施
設
の
維
持
管
理

等
を
協
議
し
、
そ
れ
以
降
は
必
要
に
応
じ
て

開
催
し
ま
す
。

　

各
維
持
管
理
組
合
に
お
い
て
も
、
適
正
な

水
配
分
や
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
細
部
な

検
討
を
行
い
ま
す
。

施
設
点
検
・
維
持
管
理

・
ゲ
ー
ト
及
び
通
信
主
要
施
設
点
検

　
　

四
月
上
旬
よ
り
順
次
実
施

・
堰
上
げ　

四
月
中
旬
よ
り

・
国
土
交
通
省
関
連

　
　

四
ヶ
村
堰
頭
首
工

　
　
　

試
験
通
水　

四
月
下
旬

　
　

淞
郷
堰
揚
水
機
場

　
　
　

試
験
運
転　

四
月
下
旬

・
維
持
管
理
及
び
補
修

　

水
利
施
設
全
般
に
わ
た
り
機
能
発
揮
に

努
め
、
施
設
補
修
等
が
必
要
な
場
合
は
、

早
急
に
行
い
ま
す
。

　

主
要
施
設
及
び
幹
線
水
路
沿
い
の
草
刈

り
は
、
年
二
回
実
施
し
ま
す
。

干
ば
つ
へ
の
対
応

　

ダ
ム
の
放
流
は
計
画
的
に
行
い
ま
す
が
、

異
常
気
象
に
よ
り
ダ
ム
の
貯
水
状
況
や
河
川

の
流
況
が
大
き
く
減
少
し
た
場
合
は
、
ダ
ム

の
放
流
量
調
整
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
維
持
管
理
組
合
よ
り
管
内
の
状

況
を
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
災
害
対
策

本
部
設
置
の
検
討
、
在
来
施
設
の
利
活
用
や

仮
設
及
び
臨
時
揚
水
機
等
の
対
応
を
図
り
ま

す
。そ

の
他

・
チ
ラ
シ
等
の
配
布

　

放
流
調
整
等
が
必
要
な
場
合
は
、
チ
ラ

シ
等
で
組
合
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

用水調整に関すること 24時間対応

◆中央管理所
ＴＥＬ　０２３８－３７－８０１１

賦課金等に関すること 土曜勤務

◆土地改良区事務所   TEL 0238－23－0015
　期　　間　７/10～８/14の土曜日
　日 直 者　午前８時30分～午後５時00分
　※日曜日、祝日は休み

水難事故防止にご協力を!! 水路にゴミを捨てるな!!
　水路に草刈りした草と共にゴミが流れてきます。水の管理
に影響が出ますので、 水路やダム周辺等には不法投棄をしな
いでください。

～流れてきたゴミ等の処分費用は、
農家の方が負担しています～

子どもたちが
水路やため池
で遊ばないよ
う、地域の皆
さんからもお
声がけをお願
いします。

幹線水路の除塵機幹線水路の除塵機

流れてきたゴミ

令 和 ３ 年 度 　 用 水 計 画

～米沢平野土地改良区ホームページ『用水状況』より”水窪ダムの用水状況”について紹介しております～

水路では遊ばない水路では遊ばない
遊ばせない遊ばせない
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◎令和３年度の賦課期日及び納入期限
期　別 賦課期日 口座振替日 納入期限 賦課基準日
第１期 令和３年７月９日 令和３年７月26日 令和３年７月31日 令和３年４月１日現在の土地原

簿記載面積により賦課します第２期 令和３年10月25日 令和３年10月31日

◇組合員資格に移動がある場合
公共機関(市町、農業委員会、法務局等)及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿及び土地台
帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出してください。
◎農地の移動(売買、賃貸借、交換等)
◎生前一括贈与または死亡等による名義変更
◎農業者年金受給等による経営移譲
◎住所、氏名、法人名義等の変更

◇農地を転用する場合（公共用地に買収された時も届出が必要）
◎公共用地(道路、水路)への買収による転用
◎田の宅地等への転用(一部畑賦課地域も同様)

◇土地改良施設を利用する場合
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流
◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

資格変更･農地転用･施設使用等の届出は組合員の方の義務です!

◎賦課金納入のために、土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
◎一度手続きしますと、納入忘れが防げます。（納入期限の前に残高確認をお願いします）

賦課金の納入は便利な口座振替をご利用ください賦課金の納入は便利な口座振替をご利用ください

　土地改良区の賦課金は、施設の維持管理費や事業の償還金となる重要な運営費です。これを滞納されますと
運営に支障をきたし、組合員間に不公平等が生じることとなります。
　滞納した賦課金は法に基づき差押を実施し、更に納入のない方は公売を実施する場合もありますので、納入
期限内の納入にご協力くださるようお願いします。

賦課金は納入期限内にお願いします賦課金は納入期限内にお願いします

　農地の移動（売買等）において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、取得した新
資格者に承継され、滞納賦課金を支払わなければなりませんのでご注意ください。

滞納賦課金は新資格者が負担滞納賦課金は新資格者が負担

賦課金等の各支払いは「コンビニでの納付
が可能」となっておりますので、下記までお
問い合わせください。

財務課賦課徴収係　TEL 0238-23-0015

　組合員の皆様が所有または耕作している土地の所在地、地目、地積、賦課種目を確認す
ることができますので、必要な方は申請してください。
　申請については、米沢平野土地改良区窓口または米沢平野土地改良区のホームページに
申請書がありますので、印鑑、身分証明書を米沢平野土地改良区事務所にご持参のうえ申
請してください。なお、組合員本人以外の方が申請する場合、委任状が必要になります。

伝 言 板

土地原簿の確認について
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編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
季
節
は
移
り
、
春

が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
状
況
下
で
も
淡
々
と
ひ
た
む
き

に
土
を
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
作
物
を
育
む

農
民
の
連
綿
と
し
た
営
み
が
美
し
い
農
村

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

出
来
秋
を
迎
え
る
頃
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

も
治
ま
り
、
心
か
ら
喜
べ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
、
次
号
に
向
け
て
の
情
報
等
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。　
（
編
集
委
員
　
山
田
　
文
則
）

　

一
九
七
三
年
か
ら
高
畠
町
有
機
農
業

研
究
会
が
発
足
し
、
有
機
農
業
へ
の
取

り
組
み
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
和
田
地

区
に
於
い
て
も
有
機
農
業
を
始
め
ら
れ

て
い
る
先
駆
者
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
「
農
薬
の
空
中
散
布
」
が
ど
ん

ど
ん
私
達
の
と
こ
ろ
（
奥
羽
山
脈
の
麓

で
川
の
上
流
）
に
迫
っ
て
き
て
い
た
の

で
環
境
悪
化
の
懸
念
と
、
こ
れ
か
ら
輸

入
米
が
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

予
測
し
て
み
る
と
、
そ
の
打
撃
を
真
っ

先
に
受
け
る
の
は
私
達
の
よ
う
な
中
山

間
地
域
で
稲
作
を
し
て
い
る
生
産
者
で

す
。
私
達
は
こ
こ
で
の
生
き
残
り
を
図

る
た
め
に
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

　

組
合
の
設
立
当
初
の
目
的
の
中
に
地

域
の
環
境
を
守
る
こ
と
や
後
継
者
に
繋

が
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
掲
げ
て
お

り
、
食
農
教
育
の
お
手
伝
い
や
地
元
の

小
学
校
を
始
め
、
中
学
校
、
高
校
の
ほ

か
に
幾
つ
も
の
大
学
か
ら
の
受
入
を
通

し
て
農
業
に
対
す
る
理
解
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
体
験
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。中
で
も「
立
教
大
学
」の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
一
九
八
九
年
か
ら
受
入

を
し
て
お
り

三
十
一
年
の

お
付
き
合
い

に
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
で
約

一
週
間
合
宿

生
活
を
し
な

が
ら
、
毎
日

い
ろ
ん
な
農

家
に
出
向
き

農
業
の
話
を

聞
い
た
り
、

農
業
体
験
を

し
て
も
ら
い

ま
す
。
日
常

生
活
か
ら
離

れ
て
高
畠
の

豊
か
な
自
然
や
農
家
の
方
々
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
そ
の

後
の
人
生
の
糧
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
小
学
校
で
は
食
農
教

育
の
一
環
と
し
て
子
供
達
が
学
校
の
田

ん
ぼ
で
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

私
達
が
春
の
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の

　

発
足
当
初
か
ら
「
地
域
の
環
境
を
守

る
」
こ
と
を
と
て
も
大
き
な
目
的
と
位

置
づ
け
継
続
し
て
い
ま
す
。
奥
羽
山
脈

か
ら
流
れ
る
き
れ
い
な
水
の
恩
恵
を
最

初
に
受
け
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
、
下
流
に
住
む
人
達
に
も

き
れ
い
な
状
態
で
お
渡

し
を
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

全
体
の
組
合
員
四
十
名
の
う
ち
稲
作

を
し
て
い
る
組
合
員
は
三
十
三
名
お
り
、

取
り
扱
い
品
種
は
「
つ
や
姫
」、「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」、「
山
形
九
十
五
号
」、「
雪
若

丸
」
の
四
銘
柄
で
作
付
面
積
は
五
十
ha

で
す
。

　

栽
培
の
形
に
つ
い
て
は
、「
無
農
薬
」、

「
除
草
剤
一
回
の
特
別
栽
培
米
」、「
特

別
栽
培
の
五
割
減
」
の
三
つ
の
作
型
に

な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
七
月
に「
精
米
調
整
施
設
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
香
り

が
飛
ん
で
食
味
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

に
精
米
時
の
温
度
を
三
十
℃
以
上
に
上

げ
な
い
精
米
機
を
導
入
し

た
こ
と
で
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
施
設
で
す
が
食
味
重

視
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

造
り
ま
し
た
。

　

米
の
販
売
先
は
組
合
独

自
で
県
内
外
に
開
拓
し
、

個
人
の
方
の
注
文
に
も
対

で
「
奥
羽
山
脈
の
清
い
水
を
使
っ
て
ク

リ
ー
ン
な
米
を
つ
く
ろ
う
、
環
境
を
守

り
な
が
ら
中
山
間
の
稲
作
を
し
っ
か
り

守
っ
て
い
こ
う
」
と
考
え
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
最

大
の
目
的
と
し
て
皆
で
一
生
懸
命
に
前

に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

一
連
の
流
れ
の
主
な
作
業
を
指
導
し
な

が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
に
は

「
青
年
部
」、

「
生
活
班
」

が
あ
り
、
組

合
員
の
皆
さ

ん
で
相
談
し

あ
っ
た
り
、

和
気
藹
々
と

積
極
的
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

応
し
て
消
費
者
の
方
々
に
安
全
性
が
高

く
て
美
味
し
い
「
上
和
田
有
機
米
」
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

上和田有機米生産組合
組合長 渡部宗雄さん

「青年部」の皆さん

令和元年７月から稼働！

精米調整施設の内部

精米調整施設

生活班（組合員の奥様方）の生活班（組合員の奥様方）の
ゆべし作り・キムチ作りゆべし作り・キムチ作り

「立教大学生　稲刈り杭掛け作業」「立教大学生　稲刈り杭掛け作業」和田小学校「田植え指導」和田小学校「田植え指導」

『上和田有機米生産組合』『上和田有機米生産組合』

編
集
後
記

米沢平野管内スポット米沢平野管内スポット

■
生
産
組
合
を
つ
く
る
き
っ
か
け

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

■
組
合
で
は
他
に
ど
の
よ
う
な

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

■
渡
部
組
合
長
か
ら
ひ
と
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

■
上
和
田
有
機
米
の
特
徴
は
？

　
農
家
の
方
々
は
常
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
美
味
し
い
「
お
米
」

が
穫
れ
る
よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
「
有
機
米
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
高
畠
町
和
田
地
区
を
中
心
に
有
機
米
を
つ
く
っ
て
い

る
「
上
和
田
有
機
米
生
産
組
合
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
上
和
田
有
機
米
生

産
組
合
」
は
、
一
九
八
六
年
に
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
三
十
六
年
目
を
迎
え

ま
す
。
組
合
員
の
生
産
者
の
方
々
は
減
農
薬
・
無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
現
在
六
代
目
組
合
長
の
渡
部
宗
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

～私たちは安全で美味しい有機米をつくっています～私たちは安全で美味しい有機米をつくっています～～
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